
 

タバコの値段の半分以上は税金

で、その内の３.７％は都道府県（※１）

に、２２.６％が区市町村（※２）に納

税されます。 

例えば２０１５年ごろには、まん中

の写真のようなポスターがありました。

当時、１箱４８０円のタバコが売れると

販売した市町村に１１４円が入って

いました。だから、「たばこは〇〇市

で購入をお願いします」と呼びかけ

ていたのです。 

 

ちなみに、和歌山市においても下の写真のようにタバコの

自動販売機に「地元の貴重な財源です」「地元でたばこを買

いましょう」と書かれたシールが貼られていて、それには「２９

億３９５万円（平成２６年度）が納められ暮らしに大きく役立っ

ております。」と大きく記されていました。 

 

これを見ると、たばこ税は地方自治体に

とっては大きな財源なので、タバコは売れ

た方が良いのでは、と思うかもしれません。

しかし、それで良いのでしょうか。 

そんな事はないですよね。タバコが多く

売れるという事は、喫煙回数や喫煙者が

増えるという事です。それはすなわち、

人々の健康を大きくそこなう事につながる

のですからね。 

つまりこれは、人々の健康を犠牲にして

財源を確保しているとも言える状況です。 

 

皆さん、タバコにまつわるこんな事情も

知っておいて下さい。 

 

産業デザイン科 奥田恭久 
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Serial number 758 

朝日新聞 DIGITAL（ ２０１９年５月の記事）から  

東京たばこ商業協同組合HPから  

※１ 

※２ 


